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研究成果の概要（和文）：現代社会は、モバイルARの普及によりリアルとバーチャルが重なる社会へと移行しつ
つあると言われている。それはもはやモバイル社会を超えた「ポスト・モバイル社会」であると考えられる。人
びとは日常生活（オフライン）において常にネット上のオンライン情報を参照していた。本研究では、そのよう
な状況を「セカンドオフライン」と定義した。この現象は、現代社会の様々な領域において登場しており、そこ
には新しい利便性と問題点が生まれていた。特に、職場、学校、医療機関、社会運動では、「セカンドオフライ
ン」現象が顕著に認められ、今後は生活全般に波及していくと思われる。

研究成果の概要（英文）：Modern society is said to be transitioning to a society where the real and 
virtual overlap due to the spread of mobile AR. It is no longer considered a "post-mobile society." 
People are constantly referring to online information in their daily, offline lives. In this 
research, we define the overlap of mobile AR in real life as the "second offline." This phenomenon 
has appeared in various aspects of modern society, leading to the birth of new convenience and 
problems. In particular, in the workplace, schools, medical institutions, and social movements the "
second offline" phenomenon is clearly recognized, and it seems that it will spread to every aspect 
of our lives in the future.

研究分野：社会学
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１．研究開始当初の背景 

 研究開始当初、海外では、モバイルメディ
アがリアルとバーチャルの融合を生み出すと
して、それが社会に与える影響に関する研究
が Silva、Stapleton、Hjorth、Goggin といった
モバイルメディア研究の第二世代に属する研
究者たちによって少しずつ始まっていた。例
えば、Silva は Milgram らが提起した MR

（Mixed Reality）を修正し、パソコンでリアル
にバーチャルを重畳する AR（Augmented 

Reality）に対して、モバイル機器を利用してフ
ィジカル空間にデジタル情報を重畳すること
を HR（Hybrid Reality）と呼び、スマートフォ
ンの利用は、利用者の空間経験を変化させ、
空間の再定義を引き起こすと指摘していた。
さらに、Silva らは、スマートフォンの位置情
報を利用したアプリケーションに注目しなが
ら、ローカルがネットワーク化された状態が
登場しているとして Net Locality という概念
を提起していた。また、Goggin も Encoding 

Place という概念で、位置認識サービスの利用
がモバイル技術によって新たな「場所」を構
築していることに注目していた。彼らは、
Google Earth、Google Maps、Street Views、
Botfighters、Foursquare、Loopt などの事例に注
目していた。ただ、新たな概念を提起し、さら
に総合的に研究する試みは、国内はもとより
海外でもまだほとんどなかった。 

 

２．研究の目的 

 前述した研究者らによって提起された分析
概念は限られた領域にしか適用できないとい
う限界がある。そこで本研究では、より広範
囲に登場している社会現象を分析するために
「セカンドオフライン」という概念を新たに
提起した。「セカンドオフライン」とは、 

iPhone の発売を契機にフィーチャーフォン
からスマートフォンへの移行が始まり，さら
に Google Glass などの登場により、モバイル
メディアの機能と利用方法が多様化した中で、
今日、多くの人びとが日常生活（リアル／オ
フライン）において常にネット上の情報（バ
ーチャル／オンライン）を参照するようにな
った現象である。この現象がなぜ生じている
のか、どのような特徴を持っているのかにつ
いて、総合的に研究するのが本研究の目的で
ある。 

 

３．研究の方法 

 本研究では、当初「ポスト・モバイル社会」
について、「家庭」「学校」「地域コミュニケー
ション」「人間関係」「メディア利用」の５つの
「私的領域」、「産業」「経営」「行政」「ワーク
スタイル」「個人情報の利活用」「警察」「ソー
シャルメディア」の７つの「公的領域」を設定
し研究を開始した。各領域について担当責任
者を決定し、担当責任者は、まずこれまでの
研究成果と研究枠組みなどについて日本語と
英語でその内容を公開する。そのあと、担当
責任者を中心に各フィールドワークを実施す

る。同時に並行して複数のフィールドワーク
を進めることになるため、当初の計画通りに
研究が進まない場合は、その都度領域の統合
などを検討することにした。最終的には、「歴
史的観点」「社会生活」「文化的営み」「ソーシ
ャルメディア」の４領域に再分類して研究を
進めた。最終年度には、研究成果を発表する
ため、海外から４名の研究者を招聘しシンポ
ジウムを開催した。 
 
４．研究成果 
「セカンドオフライン」現象は、職場、医療

現場、学校、子育てなどの社会生活の場面だ
けでなく文化面への影響、ソーシャルメディ
アの社会への影響においても認められた。職
場では、テレワーク、ノマドワーク、コワーキ
ング・スペースなどモバイルメディアを利用
した新しい働き方が生まれていた。それは、
従来のような仕事と家庭を融合する Electric 

Cottage（Toffler）ではなく、オンラインとオフ
ラインが重なることによって成立している。
医療現場では、セカンドオフラインは「情報
の見える化」などの形で認められ、医療やヘ
ルスケアの質を高め、集積された情報の利用
価値を一段と高めることに貢献していた。学
校教育でもモバイルテクノロジーの応用が始
まっている。しかし、日本は、韓国、フィンラ
ンド、スウェーデン、デンマーク、オーストラ
リアなどの国々よりかなり遅れている。これ
らの国々では、AR 技術を取り入れた教科書教
材、3D 技術を使うことによる体感的な学習な
どがすでに導入されており、教室空間とメデ
ィア空間の重畳というセカンドオフライン状
況が登場している。子育てにおいては、子育
て中の乳幼児を持つ母親がモバイルメディア
を利用してネットワークを構築・維持・再生
産するというオン／オフラインが併存する環
境が登場しており、そこで相互行為や人間関
係のマネージメントが行われている。従来、
オンラインはオフラインに対して連続的だが
独立した空間として考えられてきた。ところ
が、メディアの利用経験によって鍛えられた
私たちの想像力によりオフラインの社会的現
実の中に投影・統合され、次々とつながり一
体化してしまう重合反応（ポリ-リアリティ）
が発生している。 
 文化面での影響は、娯楽（モバイルコンテ
ンツ）、恋愛、監視について取り上げた。モバ
イルコンテンツにも大きな転換が生じていた。
スマートフォンは「究極の近く」としての「私・
いま・ここ」を志向するようになっている。ス
マートフォンのコンテンツが「より遠く」と
は対極の「究極の近く」としての「私・いま・
ここ」の文脈に作り出す「語り尽くせぬ豊か
さを得た私」に、セカンドオフライン社会の
未来を見出すことができる。大学生の恋愛事
情について、恋愛に対する消極性とメディア
利用の間の関連性に注目する必要があること
が分かった。親密な人間関係におけるモバイ
ルメディアの使用、恋愛なき彼氏と彼女、恋



愛消極性、二次元恋愛などとモバイルメディ
ア利用の関係についてもさらに研究が必要で
ある。監視の問題については、スマートフォ
ンでやり取りするパーソナルデータは、管理
と運用しだいでメリットだけでなく、リスク
にもなり得る状況におかれている。個人の生
活環境をセカンドオフライン化させる上で重
要な役割を担うのはスマートフォンである。
私たちは、セカンドオフライン社会のリスク
をきちんと認識すべきである。ソーシャルメ
ディアの社会への影響については、震災、社
会運動、共有ニュースやフィルターバブルに
ついて取り上げた。東日本大震災時における
モバイル・ソーシャルメディアが果たした情
緒的・感情的な共有回路としての役割が明ら
かになった。それは、絶望感が氾濫する災害
の時のオフライン空間にオンライン情報が重
ねられた状況を浮き彫りにしている。社会運
動については、新しい「ツイッター革命」「フ
ェイスブック革命」が登場したが、それは、ま
さにオンラインの場とオフラインの場とが重
畳した独特の空間であるセカンドオフライン
そのものであった。ソーシャルメディアは、
セカンドオフラインを象徴するメディアであ
る。人々は、様々なソーシャルメディアを利
用して現実空間にオンライン情報を重ねてい
る。本研究では、共有ニュースへの接触がフ
ィルターバブルを引き起こすか否かを定量的
なデータを用いて検証し、ポスト・モバイル
社会におけるオフラインとオンラインの相互
作用を考察し、強い紐帯の多いソーシャルメ
ディア利用が人々の社会認識に影響を与えて
いることを明らかにした。 

 最終年度には、この研究分野で活躍してい
る４名の研究者を海外から招聘しシンポジウ
ムを開催し研究成果を公開した。今後はさら
に海外の研究者との共同研究を進めたい。ま
た、当初の予定通り、研究成果を英書
（Routledge）と和書（世界思想社）で刊行し
た。 
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